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徴 として広 く知られている。すなわち、オモテスギの針葉は開いてお り、手で
つかむとち くち くするに対 して、アシウスギの針葉は巻き込んでおりつかんで
も痛 くないという特徴が知 られている。 しか しながら、遠山富太郎博士が詳細





多 く、雪による被圧がないので伏条更新 は見 られないものの、挿 し木で繁殖す
























　約10万 年前の花粉分析の結果を図4に 示 した。最終氷期初期には、九州から
東北までスギの花粉が多 く出ていることから、スギの森林が繁栄 していたこと
がわかる。スギを中心 としたコウヤマキ、ヒノキ科等の温帯性針葉樹が卓越す





　約4万 年前頃の最終氷期亜間氷期 には、寒冷な気候 とな りスギは減少 した。
この時代の花粉分析の結果 を図4に 示した。スギは近畿地方で出現率が高 く、
東北地方でも優勢である。スギが低地から山地にまで広い範囲に広がった。
　約2.5万 年前から約1.5万 年前の最終氷期の最盛期には、それ以前優勢であっ






























没林 も今から約3500年 前に大噴火 した三瓶山の灰 に埋 もれた縄文時代の杉であ
る4'5)。同じようなスギの埋没林は、富山県魚津市にある埋没林や敦賀、丹後半島、
山口県宇生賀などで も知 られている。このように縄文時代以降、スギ材 を利用













　図6か ら約400～500年 前頃には、花粉分析では時代が新 しくなるとモミ、ツガ、
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マツなどが急に増加 している。これは花江河付近で も人間活動 により森林破壊
が起こり原生林の二次林化が起こったためであると考えられる。
　現在の屋久島は、新生代第三紀の終わりごろの1400万 年前に九州の海底から、
堆積 した熊毛層群の割れ目を破って、花尚岩が隆起 し姿を現 した。
　屋久島には古いものの推定樹齢が2000年 から4㎜ 年と言われている天然のス
ギ林がある。 日本固有のスギは、台湾のタイワンスギやランダイスギと同 じス
ギ科 に属 しているが、スギの自然分布は台湾には見 られない。最近、沖縄島知
念半島の島尻層群上部新里層か らスギ、 ヒノキの材や花粉の化石が出て来たこ
とで、かつては沖縄付近まで生育 していたのではないかと考えられるGi。島尻層
群 より年代の新 しい地層(120～80万 年前)か らも多数のスギ属花粉が検出され
た。
図7　 地質年代表





　標高1295mに ある天狗森では、約3000年 前にはスギが優勢 となり、モミ、ツガ、
コウヤマキ、 ミズメ、アカガシ等を伴う森林が存在 していたと思われる。標高
1084mの 千本山では、かつてツガが優勢でスギ、モミ、コウヤマキ、 ミズメ、






(b)千 本 山(標 高1084m)














している。下北半島の尻屋崎では8000年 前に約5%、5000年 前に15%前 後の出














たことが示された。少な くとも2㎜ 年前か ら連続 してスギ花粉が認め られるの
で、ハイマツやアオモリトドマツの群落が成立する以前からスギが存在 してい
た可能性がある7}。
　最近、NHKテ レビで立山スギの年輪 を炭素同位体(1℃)で 測定 した所、約
2㎜ 年であったと報 じられたことか ら、 日本海側の多雪地帯では限界的な生育
環境でもスギが生き延びてきたことが示されている。
皿.遺 伝子から見 た天然生 スギの分類
現在、分子系統学 では、スギ は以下 のように位置づけ られている。
pinales-Cupressaceae-Cryptomeria一スギオモテスギ






























　 京 都 市 左 京 区花 背 の鍋 谷 山 に は、 京 都 市 指 定 天 然 記 念 物 の ア シ ウス ギ
(Cryptomeria　 japonica　D.　Don　 VaT'.　radicans　Nakai)(標 高670　m、 樹 高28.2m、
根 回 り15.3m)を 含 めて、古原久 弥氏所有 の アシウスギ群落 がみ られ る。 この
群落 に生育す るア シウスギ(樹 高26.8m)に ついて調査 した。
　測定 は、1:上 部、H:中 部、 皿:下 部で行い、各高 さ とも東西南北(EWSN)
の4方 位の枝葉 を採集 し、80%ア ル コー ル漬 けに した後、測定 した。今 回用 い
た方法論 は前 回論文で述べた もの と基本 的には同 じであ る。
2.測 定法
　 1.枝 葉 を上部 ・中部・下部に分け、さらに、方角 を確 認 し、サ ンプリングする。


















cか らfの 作業を、1本 の前年枝についた6本 の針葉について行う。
以上の操作を5本 の前年枝 について行い、合計30ケ のデー タを得る。
そして、平均値、最大値、最小値、標準偏差などを求める。
測定する形質は、①前年枝の春～秋伸長部の長さ、②前年枝の春～秋
伸長部の最大幅[mm]、 ③針葉の基部 一先端間距離[mm]、 ④針葉の
先端の高さ[mm]、 ⑤針葉中央断面の縦長(た てちょう)[mm]、 ⑥
針葉中央断面の横長(よ こち ょう)[mm]の6つ である。
3.結 果
○方位による差異:春 ～秋伸長部の長さ、最大幅は、西側で大 きい。これに対 して、










































































































































































































　 高 さが上部か ら下部 に下が るにつ れ春 ～秋伸 長部 の長 さは、大 き くなってい
　 る。つ ま り、東側 の枝葉(平 均値)で 見 る と、29,6mm→29.8mm→39.4mm
　 とな り、南 側 の枝 葉 で見 る と、25.6mm→33.6mm→38.3mmと大 き くなっ
　 てい る。 同様 に、最 大幅 も下部 の ものほ ど大 き くなってい る。上部 では最大

























































































































































































































　南側の針葉 は、短い針葉 をつ け、先端の高 さは低 い傾 向が認め られる。
○高 さに よる差異:高 さが上 部か ら下部 に下がる につれ基部一先端 間距離 は大
　 きくな り、先端の高 さも大 き くなってい る。基部一先端 間距 離 は、東側 の枝
　葉(平 均 値)で 見 る と、8.67mm→9.50mm→11.66mmとな り、 南 側 の枝
　葉 で見る と、7.79mm→10.26mm→11.91mmと大 き くなっている。同様 に、
　先端 の高 さ も下部 の もの ほど大 きくな ってい る。東側 の枝葉(平 均 値)で 見























































































































































































































　アシウスギの形質 として注 目される。縦長/横 長の値が小さいのは、東側
























　図14の ヨシノスギ(サ ンプルは奈良県吉野郡川上村下多古、標高600mに ある




　アシウスギ中部は、中部 一束が横長型、中部 一南は中間型、中部 一北 と中部
一西は縦長型である。ヨシノスギでは、中部方位別では、いずれの方位でもす
べての針葉断面が横長型 となることはない。(図12参 照)
　アシウスギ下部は北側 と西側は枝を欠 き、東側 と南側のみ測定。下部一束と
下部 一南はすべて縦長型。下部～上部へ と次第に変異域が推移する(図13参 照)。
　ヨシノスギは上部 一東側のみが完全な横長型。上部一北と上部 一南は横長型
が多いものの縦長型 も混 じる。上部一西では、縦長型が横長型 よりも多い。ヨ
シノスギの上部全体の変異域 は、横長0.7i～0。92mmの 範囲で、アシウスギ上
部に比べ小 さく、 また1対1の 直線に近い変異域を占める。(図14参 照)
　アシウスギ(上 部 ・中部 ・下部)と ヨシノスギ(上 部 ・中上部 ・中下部、ヨ
シノスギは下部に枝葉をつけない)の 変異域(図15)は 、全体 としても、ほぼ
重ならない。アシウスギの中部一南の一部が ヨシノスギの中下部一南の一部と
重なるのみである。
　 しかし、京女大杉(サ ンプルは京都市左京区尾越の京女の森、標高800mに あ
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ア゜ シウスギ ○ヨシノスギ ム京女大杉
図16.ア シウスギ ・ヨシノスギ ・京女大杉の針葉断面の比較
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を用いても明確 に識別で きることが明 らかとなった。したがって、高さ別と方
位別のサンプルがあれば完壁であるが、測定 したいスギの下部葉がある場合下
部葉でも識別可能であることが判明した。






















ら亜高山帯 まで広 く分布 し、気温に対する適応能が広い。スギの分布密度が高
い地方は、日本海側で2000年 間降水量が2000～2500ミ リメー トル、太平洋側で
























る と、スギが必ず含 まれていることがわか る8)。
木製品 に使われていた樹種 を、多い順 に並べ る と、
柱:ヒ ノキ、モ ミ、 コウヤマキ、 カヤ、イヌマキ、 ケヤキ など
舟:ス ギ、 カヤ、二葉 のマツ類、 クス ノキ、 ク リな ど
棺:コ ウヤマキ、 ヒノキ、 スギ など
　弓:カ ヤ、 イヌガヤ、イヌマキ、 イチイ、ケヤキ、 ヤマ グワな ど
　農具:カ シ類、 クヌギ類 な ど
容器:ヒ ノキ、スギ、ケヤキ、 クス ノキ、ヤマグワ、 クリ、 トチノキなど
櫛:イ ス ノキ、 ツゲな ど
　祭祀具:ヒ ノキ、スギ、 コウヤマ キ、 ツゲ、 シイノキな ど
　紡織具:ヒ ノキ、スギ、カシ類 など




　およそ7千 万年前頃に地球上に出現 したスギの仲間針葉樹類 は、第四紀の氷
河期 となると第三紀の温暖な気候に適応 した植物群が姿 を消 して行 くなか、ス
ギは第四紀更新世にな り日本列島に出現 し、更新世の中期から後期にな り繁栄
してきたと考えられる。最初は日本列島全体 に広がって繁殖 したスギは、寒冷
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